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低下出現 し,11月下旬より叢疫 ｡腹水を認め入院 した.

専有ルスマ-カ…陰性で運慶マーカーの上昇と腹部 CT
にて両葉に Lr)A を認札 内視鏡検 査にて食道静脈癌

も認めた.保存的治療を継続 したが急速に肝不全が進行

し.1995年 1月6日死亡 した.病理解剖では小結節性

の細胆管炎を伴うウイルス性肝硬変に合併 した率分化型 9

未分化塾の肝細胞癌で,門脈本幹から食道静脈療内まで

の広範な脈管浸潤を認めた.肝細胞癌の門脈内腰痛浸潤

は高率をこ認められるが,門脈威転移は比較的稀で,食道

静脈境内浸潤は剖検では0.100上され.稀な症例十考え

とL_)わた.

25) タロキナ-ゼ坐薬が寮功 したと考えられる

門脈血栓合併肝細胞癌の 1例
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症例は70才男性.C型肝硬変にて経過観察中,rl',LTS

をこて肝 S4,S5区域に腫癌性病変認められヲ平成 6年

7月当科入院.10月の腹部血管造影では腰癌漉象は認め

なかったが,門脈本斡-左右肝内門脈枝にわたり血栓に

よる狭窄 ･閉塞を認めた. しかし,入院直後の CT,uS

では同部をこ血栓像を認めず,また自覚症状,臨床検査所

見とも変化のない為,自然i甘退を斯持 して,し7S にて同

部を竣週間観察 したが,血栓は形状を変化させながら大

きさも縮小 ･増大を繰 り返 した.そハ為rLJuキ-トーItI_tt坐

薬を作成 し,経直腸的挽尊を行ったところ血栓の縮小が

認められた.門脈血栓をニラ田キナ-ゼ坐薬が奏功 した興

味ある症例と考え報告 した.

26)腹腔内出血 を初発症状とした肝癌の1例
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【症例】61歳.男性.平成6年12日頃より.右側醸部

痛がたびたび出現.平成 7年 1月 5日,一過性の意語数消

失,右側腹部痛出現 し,翌日入院.腹部二r∴--検査で S6

の肝癌と,少量の腹水を認め,穿刺液は血性であった.

C型肝硬変に合併した肝細胞癌破裂と診断 し 緊急 TAE

を施行 した.TAE 施行 1カ月後, リビオ ド-ルの均-

な集績,鷹慶マ…カーの著明な減少が認められ,TAE

の効果を確認 した.更に 1カ月後,腫癌切除術を施行 し
た.

【考察】rl､AIl:緊急 【L血例は,保存例に比 して有意に

予後がよいとの報告があり,泰症例において効果的であっ

た.腹腔内出血を初発症状とした肝癌は比較的まれと考

え報告 した.

271肝 動 f■~t:.･TAl二 5牛後組 織 学 的 に壊 死 を 証

明 し得 た肝 細 胞癌 Ll)1例

ニト屋 某昭 ･牧野 春 轄
筒井 光贋 ･製本 馬

佐々木薄茶 嬬 嘉 がんセ ソタ~)

加藤 密事 ( 同 内科)

稚名 薬 ( 同 放射線事射

本間 摩 - し 同 病坪1

症例は68歳男性で 1988年 9月入間 ドック受診ヲ超音

波梗塞で肝魔窟を指摘 され当院紹介された.Å院時腫感

触知せず.AFP3.3mg/mlP王VXA-Ⅱト ラ,HBs抗

原 (-),HCV 抗体 (+).軽度の肝機能障害を認めた.

CT命uS では魔境は S4にあ り径 7cm であった.肝

生検で高分化型肝細胞癌と診断され治療は TAE2軌

肝動注ア ドリアマイシン計 320m哲,UF㌻3柵mg/臼18

カ月経口投与を受けた,経過車 AFPは最高 2ま2m搭/m且

まで上昇 したが90年12月をこ陰性化 した.庵轟のリビオド-

･L取 i)込封 土良好で縮小傾向を示 し,9O･92年(･･r)lrTl菅造

影では腫藤波液健はみられず完全壊死が疑われた.94年

9月 S5に新たに腫壕が出現 し.切除さわた.径 1'.5clll､

結節型,率分化型肝細胞癌であった,同時に施行 された

生検にて初発の藤癌は壊死であった.肝細胞癌の治療効

果判定は リビオ ド-ル取 り込みの良好な症例では困難で

ある.血管造鰍 こて瞳喝しり＼lABILITY左Lt思われ

治療5年後に組織的に肝細胞癌の壊死が証明された 1例

を報告 した.


